
２．金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：円）

貸借対照表計上額
（＊） 時 価（＊） 差 額

\ 現金及び預金 2¶269¶110¶816 2¶269¶110¶816 `

] 有価証券 1¶397¶756¶291 1¶401¶812¶800 4¶056¶509

^ 未払金 (1¶021¶233¶367) (1¶021¶233¶367) `

_ 空港周辺整備債券 (121¶600¶000) (130¶446¶903) � 8¶846¶903

` 一年内返済予定借入金及び長
期借入金

(2¶780¶030¶677) (2¶684¶570¶725) 95¶459¶952

a 預り敷金・保証金 (1¶278¶344¶028) (1¶114¶059¶653) 164¶284¶375

（＊）負債に計上されているものについては、（ ）で示しています。
（注１） 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券等に関する事項
\ 現金及び預金
短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお
ります。

] 有価証券
取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によっております。
また、これらは満期保有目的の債券として保有しており、債券の種類ごとの貸借対照表計上
額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。
なお、当会計年度中に売却した満期保有目的の債券はありません。

（単位：円）

種 類 貸借対照表
計上額 時 価 差 額

時価が貸借対照表計
上額を超えるもの

国債・地方債 648¶429¶562 652¶553¶800 4¶124¶238

時価が貸借対照表計
上額を超えないもの

国債・地方債 749¶326¶729 749¶259¶000 � 67¶729

合 計 1¶397¶756¶291 1¶401¶812¶800 4¶056¶509

（注２） 金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額
（単位：円）

１ 年 以 内 １年超５年以内

現金及び預金 2¶269¶110¶816 `

有価証券及び投資有価証券
満期保有目的の債券 1¶400¶000¶000 `

合 計 3¶669¶110¶816 `

（注３） 空港周辺整備債券、一年内返済予定借入金及び長期借入金の決算日後の返済予定額につ
いては、附属明細書「空港周辺整備債券の明細」及び「長期借入金の明細」を参照ください。

［賃貸等不動産関係］
当法人は、空港周辺整備計画に基づく再開発整備事業を実施するため、大阪国際空港及び福岡空
港の周辺に騒音斉合施設等を有しております。これらの賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当期増
減額及び時価は次のとおりであります。

（単位：円）

貸 借 対 照 表 計 上 額
当期末の時価

前期末残高 当期増減額 当期末残高

3¶728¶504¶291 524¶326¶962 4¶252¶831¶253 4¶401¶044¶043

また、賃貸等不動産に関する平成22年３月期における収益及び費用等の状況は次のとおりであり
ます。

（単位：円）

賃 貸 収 益 賃 貸 費 用 そ の 他 損 益

1¶045¶822¶569 686¶022¶327 � 14¶605¶106（� 2¶378¶432）

~ その他損益のうち、括弧書き内数は損益外減損損失相当額であります。また、その他損益に
は、財務損益及び臨時損益を含んでおります。
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［金融商品関係］

１．金融商品の状況に関する事項

当法人は、資金運用については安全性の高い金融資産（主に公債）に限定し、政府、地方公共団

体及び金融機関からの借入及び空港周辺整備債券の発行により資金を調達しております。

未収債権等に係る顧客の信用リスクは、債権管理規定等に沿ってリスク低減を図っております。

また、有価証券は、独立行政法人通則法第47条の規程等に基づき、公債のみを保有しており株式等

は保有しておりません。

借入金等の使途は運転資金および事業投資資金であり、主務大臣により認可された資金計画に

従って、資金調達を行っております。

^ 未払金
短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお
ります。

_ 空港周辺整備債券、並びに` 一年内返済予定借入金及び長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入及び債券発行を行った場合に想
定される利率で割り引いて算定する方法によっております。

a 預り敷金・保証金
将来キャッシュ・フローを現在価値に割り引いて算定する方法によっております。

（注１） 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金
額であります。

（注２） 当期増減額のうち、主な増減額は次のとおりであります。
取得による増加（福岡空港周辺） 734¶948¶632円
減価償却による減少（大阪国際空港周辺及び福岡空港周辺） 198¶854¶339円

（注３） 当期末の時価は、主として国土交通省の建設工事費デフレーターの変動率に基づいて
当法人で算定した金額であります。
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